
▲少年自然の家｢てらやまんち｣

▲テントサイト

▲ぼっけもんの旅

▲てらやまんち森の学校

●本館＝集会室、視聴覚室、工作室、食堂、プラネタリウム室　他
●プレイホール＝体育館（バレーコート・バスケットコート１面、バドミントンコート２面）
●宿泊棟＝２棟（定員 248 人）
●キャンプ施設＝テントサイト 38 基（定員 228 人）
●野外宿泊施設＝バンガロー３棟（定員 15 人）、バーベキューハウス
●野外炊飯施設＝炊飯小屋、野外炊飯棟、ピザ窯　他
●森の遊学館＝研修室２室
●ふれあい工房＝木工旋盤、電動糸のこぎり機　他
●寺山陶遊窯＝穴窯 ･電気窯、陶芸小屋
●ふれあい炭焼窯＝ドラム缶式炭焼窯
●野外活動施設＝自転車モトクロス場、チームワークゲーム、冒険の森　他

　研修を目的とする５人以上の団体（幼稚園、保育園、学校、ＰＴＡ、スポーツ少年団、子ども会、
部活動、家族、グループ、企業　他）
＊見学は自由にできますので、問い合わせください。

　自主活動のほかに、用意してある活動プログラムや、少年自然の家が企画し参加者を募集す
る主催事業から選択できます。

【活動プログラム】
　プラネタリウム、自転車モトクロス・野外炊飯などの野外活動、プラホビー（プラスチック
工作）・どんぐりトトロ・木工・陶芸などの創作活動など、多彩なプログラムがあります。
＊�事前に希望日と活動内容を相談して、使用許可申請書を利用日の 20 日前までに提出してく
ださい。

【主催事業】
　青少年を対象とした大自然にチャレンジする事業（夏・冬のアドベンチャーなど）や一般成人
を対象とした体験事業（元気はつらつスクールなど）、家庭教育を支援する自然体験事業（ファ
ミリー自然体験隊など）や、てらやまんちフェスタなどの総合的な施設開放事業など、多くの
事業を実施しています。
＊詳しい内容は、広報薩摩川内や小・中学校を通じて案内します。

研 修 施 設 １ 人 １ 研 修

高校生以下
100円

一般
150円

宿 泊 棟 １ 人 １ 泊

テ ン ト １ 人 １ 泊

寝 具 １ 人 １ セ ッ ト

野 外 宿 泊 施 設 １ 人 １ 泊

＊ 本市内の幼稚園・保育園・小中学校の園児・児童・生徒の団体、スポーツ
少年団・子ども会などの少年団体については、研修施設使用料などが免除
されます。また、活動に伴う経費（材料代など）については、事前に問い合
わせください。

＊ 宿泊棟・野外宿泊施設の空調設備（エアコン）は、コインタイマー式（１時
間 100 円）です。

●�ＪＲ川内駅から車で約15分
●�最寄りのバス停（山田山、純心女子大学）から徒歩約30分

【問合先】＝少年自然の家　〒895-0005　永利町2133番地15
　　　　　 （29）2114　 （29）2115　  http://www.edu.satsumasendai.jp/shizen/
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　少年自然の家は、川内川が中央部を貫流する市街地を眼下に、標高230ｍの寺山に位置しています。
四季折々に目を楽しませてくれる花々、愛らしい姿が美しい野鳥や山野草、昆虫類など、豊かな自然
に囲まれた環境の中で、いろいろな体験をしてみませんか。

主な施設の概要

利用できる団体

活動内容と利用手続き

主な使用料 交通案内
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まちの話題

　　

　１月24日（木）、国際交流センターで男女
が共に働きやすい環境の整備やワークライフ
バランスの実現に向けた機運の醸成を目的
に、女性活躍応援セミナーを開催しました。
　株式会社清

せい

友
ゆう

代表取締役社長の宮
みや

之
の

原
はら

明
あき

子
こ

氏による講演や女性活躍を積極的に推進する
先進企業３社による取り組みの実例紹介など
があり、参加者は、女性活躍推進の取り組み
方を学びました。

　２月３日（日）、小
こ

城
じょう

製
せい

粉
ふん

株式会社がこれ
まで航空便や博多港を利用してヨーロッパ
向けに輸出していた米粉と餅の原料を、市
の事業を活用し、初めて川内港からドイツ
に向けて輸出しました。
　これは、ヨーロッパでの需要拡大に向け、
米粉などをより多くの方に知ってもらうこ
とを目的に輸出するもので、今後の一層の
販路拡大と産地港湾としての川内港の利用
促進が期待されます。

　

　２月１日（金）、樋脇地域デマンド交通｢ゆ
うゆう号｣の出発式が行われ、樋脇地域の地
区コミュニティ協議会会長をはじめ約50人
が出席しました。
　ゆうゆう号は、バス停を設けないフリー乗
降制の事前予約型乗合タクシーで、自宅近く
での乗降ができ、大型車両が進入できない交
通空白地の解消や、高齢者をはじめとした交
通弱者などの利便性向上が期待されます。

平成 31年 2月 2日撮影

まち 話題の

市内各地から

日の光を浴びて美しく輝く人形岩
（西方町）
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　１月27日（日）、少年自然の家でファミリー
自然体験隊（冬）が開催され、９家族29人が
参加しました。
　寺山で育てた冬野菜の収穫、どんぐりトト
ロや竹コップ作り、特製豚汁・うどん作りを
体験し、手作りの昼食をおなかいっぱい食べ、
心も体もホカホカになった１日でした。

　１月 30日（水）、里町で甑島インタープリ
ター育成講座２期生７人の修了式が行われ
ました。
　この講座は、甑島の自然環境や歴史・文化
を対象としたエコツアーを自ら企画・立案し、
ガイドなどを担う人材の育成を目指したもの
です。すでに認定されている 21人の１期生
と共に、これからの活躍が期待されます。

　


